
福島県医療ソーシャルワーカー協会
ソーシャルワーク研修パート３

ソーシャルワーク実践～「援助開始」から「終結」まで～
━依頼受理・アセスメント・面接・バイスティック・記録・終結━

日時 令和７年１月26日（日） 9：30 ～16：50 （9：00受付開始）
会場 緑風苑

ソーシャルワーク援助の開始から終結まで、項目ごとに講義やグループワーク
を通して具体的な事例をもとに、理論と実践のプロセスを学びます。
日々のソーシャルワーク実践を振り返り、それが理論に基づいて展開されてい
ることを確認し、そのソーシャルワーク援助展開には普遍性があることを感じ
てもらえる研修になっています。
参加者の皆さんと作り上げていく集合研修ならではのダイナミックな内容と
なっているので、ぜひご参加下さい。

講師（五十音順）

伊藤 久美子 （南東北福島病院） 塚原 秀一 （竹田綜合病院）
大須賀 美和 （会津中央病院） 本田 ルミ子 （芦ノ牧温泉病院）
甲野藤 彩乃 （星総合病院）

ほぼ毎日行なう面接の中で、基本ができていないところに気づくことができ
た。勉強していたときには理解し覚えるだけだったが、自分の面接に置き換
えて考えることができてよかった。

普段無意識に行なっていることを１つ１つ立ち止まって確認することで、自分
に不足していたものを確認することができました。

【問い合わせ先】
寿泉堂綜合病院 医療福祉課 原田秀亮
TEL:024-932-6363

Mail:h.harada@jusendo.or.jp

申し込み方法は別紙「ソーシャルワーク研修パート3の開催について」をご確認ください。

自分は意識的に、「ソーシャルワークの原理原則を意識して行なって相
談援助を行えているだろうか」と気づくことができた。研修に参加し、
振り返ることが大切だと思った。

受講者の感想

経験が長くても、新たな発見があったり、世代の違うワーカーの考えを
聞けて、自分の業務にも新人教育にも活かせると思った。
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